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｜
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山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
（
掲
載
予
定
な
し
）
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公
益
財
団
法
人
・
大
隅
基
礎
科
学
創
成
財
団
の
こ
と

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

埼
玉
県

鴻

巣
市
の
熊
谷
康
夫
氏
（
元
・
内
藤
記
念
科
学
振
興
財
団
事
務
長
）
は
、
民
話
語
り
の
会

こ
う
の

す

「
ど
ん
と
は
れ
」
の
重
要
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
で
あ
り
、
以
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
る
。
筆
者
が
毎
週
二

つ
の
新
聞
に
執
筆
連
載
し
て
い
る
「
島
根
の
民
話
」
と
「
鳥
取
の
民
話
」
を
、
親
し
い
知
人
に
メ
ー
ル
配

信
し
て
い
る
約
八
十
名
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
親
し
く
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇

一
四
）
九
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
わ
た
り
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
開
か
れ
た
第
十
二
回
全

日
本
語
り
の
祭
り
だ
っ
た
。
以
来
、
い
ろ
い
ろ
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
二
十
八
日
に
氏
の

紹
介
で
、
横
浜
市
に
あ
る
大
隅
基
礎
科
学
創
成
財
団
の
市
民
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
上
の
生
命
の
多
様
性
を
支
え
る
仕
組
み
」
と
し
て
二
人
の
講
座
が
あ
っ

た
。
①
ク
マ
ム
シ
は
ど
う
や
っ
て
極
限
環
境
に
耐
え
る
も
の
か
（
東
京
大
学
理
学
系
研
究
科
・
国
枝
武

和
准
教
授
）
、
②
シ
ロ
ア
リ
は
な
ぜ
木
材
だ
け
食
べ
て
生
き
て
い
け
る
の
か
（
東
京
工
業
大
学
生
命
理

工
学
院
・
本
郷
裕
一
教
授
）
。
文
系
の
筆
者
に
と
っ
て
は
理
系
の
二
つ
の
話
は
新
鮮
で
面
白
か
っ
た
。

最
初
の
講
義
で
は
一
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
ク
マ
ム
シ
（
緩
歩
動
物
）
が
、
乾
燥
す
る
と
生
命
が
止
ま

り
（
乾
眠
状
態
）
．
基
本
的
に
水
の
中
で
四
肢
で
歩
く
が
、
肺
や
心
臓
は
な
く
、
一
〇
〇
℃
か
ら
マ
イ

ナ
ス
二
七
、
三
℃
の
間
や
水
深
七
五
〇

の
水
圧
、
秒
速
七
二
八
メ
ー
ト
ル
の
衝
突
に
も
耐
え
る
と

km

か
、
月
に
運
ん
だ
ま
ま
だ
が
乾
燥
し
て
い
る
か
ら
生
き
て
い
る
と
思
う
、
な
ど
が
話
の
一
部
で
あ
る
。

二
つ
目
の
講
座
の
主
人
公
・
シ
ロ
ア
リ
は
、
木
材
の
大
害
虫
だ
が
、
こ
れ
が
い
な
い
と
地
球
再
生
は
あ

り
得
な
い
、
と
シ
ロ
ア
リ
の
腸
内
原
生
成
物
や
腸
内
細
菌
（
バ
ク
テ
リ
ア
）
の
話
に
目
を
見
張
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
。
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
講
座
を
主
催
し
て
い
る
公
益
財
団
の
こ
と
で
あ
る
。
理

事
長
の
大
隅
良
典
（
昭
和
二
十
年
生
）
東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授
は
、
平
成
二
十
八
年
の
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
者
で
、
本
財
団
を
作
る
の
に
あ
た
り
、「
日
本
の
基
礎
科
学
並
び
に
大
学
に
対

す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
賞
を
機
に
、
基
礎
科
学
振

興
へ
の
期
待
を
単
な
る
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
ず
、
継
続
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す

こ
と
を
願
い
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
決
意
を
致
し
ま
し
た
。
」
と
述
べ
、
設
立
目
的

に
は
「
現
在
日
本
で
は
、
性
急
な
成
果
を
求
め
る
風
潮
の
中
で
、
健
全
な
基
礎
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
さ

れ
、
研
究
者
マ
イ
ン
ド
が
低
下
し
、
次
世
代
の
基
礎
科
学
研
究
者
が
育
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
世
界

に
先
駆
け
て
生
物
学
及
び
そ
の
周
辺
の
新
分
野
を
拓
き
得
る
先
見
性
・
独
創
性
に
優
れ
た
研
究
を
助

成
す
る
と
と
も
に
、
先
端
的
研
究
者
、
市
民
、
企
業
人
の
有
機
的
つ
な
が
り
を
構
築
し
、
日
本
社
会

の
科
学
基
盤
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
趣
旨
に
賛
同
す
る
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
口
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
年
金
生
活
者
で
あ
る
筆
者
で
あ
っ
て
も
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き
そ
う
だ
と
、
早
速
、
財
団
の
銀
行
口
座
へ
送
金
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
を

機
会
に
毎
年
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
支
援
を
続
け
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
話
仲
間
の
熊
谷
康
夫
氏
と
の
交
流
か
ら
、
こ
う
し
た
発
展
に
つ
な
が
る
と
は
、
当
初
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
が
、
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
き
る
も
の
で
あ
る
。
読
者
も
支

援
の
仲
間
に
な
ら
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）


